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1. はじめに 

  本工事は、最上川水系鮭川流域の直轄砂防事業の一環として、ミサガ沢からの土石流を抑止する

ことを目的とする砂防堰堤を施工する工事です。 

今回の工事の特徴として、 

 

１）、昭和 50 年 8 月 6 日の真室川大災害に大きな爪痕をのこした大滝地区において、砂防工事の初年

度ということで本工事に大変関心をもっています。 

２）、施工場所が、主要地方道真室川鮭川線より直線で１００m、近隣民家より 50ｍと通常の砂防ダ

ム工事とは違った環境下にあります。 

 

  以上のことから、地域住民とのコミュニケーションと現場独自の安全管理について紹介するもの

です。 

 

1-1 工事概要 

 工  事 名   最上川水系鮭川流域ミサガ沢砂防堰堤ほか工事 

 工 事 場 所   山形県最上郡真室川町大字大滝地内 

 工    期   平成 27 年 6 月 18 日～平成 28 年 1 月 29 日 

 工 事 内 容    コンクリート堰堤工 1 式  工事用道路工 1 式 

 

（着工前）             （12 月 1 日撮影） 

 

 

 

 

 

 

 

 



2、地域での活動について 

 

2-1 工事内容の周知徹底 

 

本工事場所は、真室川町大滝地区の中心部に位置し、すぐ近くに民家がある事から、工事着手前に、

『お知らせ』により、工事内容及び安全対策について、小学校はもちろん、大滝地区全世帯に配布し

周知しました。 

又、地区住民とのコミュニケーションを図るべく広報誌を発刊する事とし、広報誌の題名は「砂防

通信 ミサガ沢」と命名、記載内容としては、工事の進捗状況や予定を主体に現場の話題などで、大

滝地区の全世帯に届くようにし、工事看板内の掲示板や村役場・公民館・小学校などの公共施設にも

掲示していただき、近隣地区にも回覧することにしました。 

作成の意図としては、工事用車両が近隣地区を含め集落を通行することから大滝地区以外の方にも

工事に関して知ってもらうためです。 

当初は現場見学会の開催も考えましたが、工期的に日程の調整が合わないことから現場を見学して

いただくのは困難であるため、写真を多く掲載し子供から高齢者まで解りやすく見てもらうことを心

がけ、見やすい紙面の発行を考え、第 7 号の発行をもって終えたところです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

又、大滝地区民に対しては、工事の着工前に現場の細部的な説明会を実施し、地区民の要望・意見

等を取り入れながら、工事への理解と協力をお願いし、施工中は区長さんとこまめに連絡を取りなが

ら、施工を行いました。 

                （大滝地区現場説明会） 

 

 

 

 

 

 

真室川町役場 

1 階町民ホールに展示 



2-2 意見箱の設置とＡＥＤの設置 

 

当現場の現場事務所の設置場所が、大滝地区の中心部で公民館のすぐ前ということで、地区民が頻

繁に通行する事から、すこしでも地区民の声を受け入れるために、意見箱の設置をしました。また、

万が一に備えＡＥＤを現場事務所に備え付け、掲示板にも明示して周囲にも解るようにしました。 

 

（意見箱の設置）               （ＡＥＤの設置） 

 

 

 

 

 

 

 

 

3、 当現場独自の安全管理について 

 

3-1 社内安全パトロールの工夫 

 

通常の社内安全パトロールは、社内安全衛生委員会により実施されているわけですが、どうしても

社内的人員によるパトロールのため、馴れ合いが生じ緊張感にかける事があります。 

当現場の、社内安全パトロールについては、独自の工夫として労働安全コンサルタントの資格を有

する外部の人材を加えたパトロールにすることにより、より専門的な指摘と現場内にも緊張感が感じ

られ、作業員の安全意識の向上に役立ちました。 

 

（社内安全パトロール実施状況）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



3-2 安全訓練の工夫 

 

 安全訓練は工事期間中を通して、月当り 4 時間以上労働災害を防止する目的で実施しているわけで

すが、1 回 4 時間の安全訓練は、現場で常に体を使い作業している作業員にとって、非常に長い時間

となり、訓練内容に苦労してきました。今までの実施状況を踏まえ、当現場の独自の安全訓練の工夫

として、月に 2 回（1 回 2 時間）する事により、1 回の時間が短いので訓練内容に集中でき、回数が

多くなることで、安全対する意識の向上に効果がありました。 

                  （安全訓練実施状況） 

 

 

 

 

 

 

 

 

3-3 安全衛生管理に対する意識の向上の工夫 

 

 朝の朝礼時に全作業員において、アルコールテスターにて前日のアルコール濃度チェックをする事

により、交通法令規則の遵守及び通勤災害時や体調管理対策を目的とし、各自が自覚し飲酒する事を

目的とし、実施しています。 

               （アルコール濃度チェック） 

 

 

 

 

 

 

 

4.おわりに 

本工事において、工事に携わる労働者及び地区民の安全を第一に考え、様々な観点から「どういっ

た対策が適しているか」を十分検討しながら施工を進めてきました。 

又、今まで自分の経験を生かしながら、工事に対する最善の策を竣工するまで努力していくこと、

またその姿勢の大切さを実感しているところです。 

今回の工事は、工期まで余裕のない時間を要する工事であることから無事に終わりを迎えることを

切に願い、工事関係者の方々のご指導、ご援助をいただきながら職務を担当していきたいと思います。 


